働く環境づくりのガイドライン フォーマット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）経営者の覚悟（経営姿勢）
	


（２）働く環境１０年ビジョン
	


（３）現状確認　『経営指針成文化と実践の手引き』の「労働環境分析シート」と連動しています。
	
	チェック項目から現状分析をして課題を要約表現するとどのようになりますか？

	労働
条件
	

	対話
	

	教育
	

	組織
	


	社員とどのような関係になりたいのか？（未来）
	


（４）未来年表　⇒　働く環境の１０年ビジョンを達成するための未来計画
　「働く環境分析シート」の「最も重要な課題となるのは？（１年以内に解決を目指す課題）」「３～５年かける課題解決の方向」も参考にして記載しましょう。
	期
	年月
	社会・業界・会社
	社内の働く環境
	社員と家族の将来

	10
	2029.9
	
	
	

	９
	2028.9
	
	
	

	８
	2027.9
	
	
	

	７
	2026.9
	
	
	

	６
	2025.9
	
	
	

	５
	2024.9
	
	
	

	４
	2023.9
	
	
	

	３
	2022.9
	
	
	

	２
	2021.9
	
	
	

	１
	2020.9
	
	
	


（５）付加価値（生産性）向上計画　⇒　働く環境づくりのための計画を定める。
＜付加価値（生産性）向上計画記入シートの参考例＞
	  【中長期】
中長期的に取り組むべきこと、経営方針などで検討が必要なもの
	付加価値（生産性）向上の方策
	今後の取り組み

	
	
	経営指針成文化・見直しの中で検討する

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	【短期】
すぐに着手できること、現場で改善できるもの
	付加価値（生産性）向上の方策
	目　標
	担当部署・担当者
	期限など

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（６）就業規則の改正計画
	改正検討事項
	方向性・課題など
	時期

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（７）組織的取り組み　⇒　・発議する・合意の形成・そのＰＤＣＡ
（どのようにして課題を発見し、解決、実現していくのかを記載しましょう。）
	　項　　目
	記　　　入　　　欄

	就業規則見直しの発議（提案）の仕方
	

	意見集約の方法

	

	社内での合意形成の方法
	

	ＰＤＣＡのまわし方

	

	社内の担当組織

	

	その他

	


